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(57)【要約】
【課題】高品位画像を可能にする事。
【解決手段】電気光学装置２００は、表示領域４０を有
する素子基板６２を備え、素子基板６２には、第１行目
の端子ＰＡＤ１と、第２行目の端子ＰＡＤ２と、第１行
目の端子ＰＡＤ１に接続する第１の配線Ｗ１と、第２行
目の端子ＰＡＤ２に接続する第２の配線Ｗ２とが形成さ
れており、第１行目の端子ＰＡＤ１は、表示領域４０と
素子基板６２の外周の一辺６７との間に配置され、第２
行目の端子ＰＡＤ２は、第１行目の端子ＰＡＤ１と外周
の一辺６７との間に配置され、第１の配線Ｗ１は、表示
領域４０と外周の一辺６７との間に延在し、第２の配線
Ｗ２は、表示領域４０と第２行目の端子ＰＡＤ２の間に
延在する。第１の配線Ｗ１が有する容量と第２の配線Ｗ
２が有する容量とを同程度となるので、表示ムラが抑制
された高精細画像を表示する電気光学装置を実現する事
ができる。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示領域を有する素子基板を備え、
　前記素子基板には、第１行目の端子と、第２行目の端子と、前記第１行目の端子に接続
する第１の配線と、前記第２行目の端子に接続する第２の配線とが形成されており、
　前記第１行目の端子は、前記表示領域と前記素子基板の外周の一辺との間に配置され、
　前記第２行目の端子は、前記第１行目の端子と前記外周の一辺との間に配置され、
　前記第１の配線は、前記表示領域と前記外周の一辺との間に延在し、
　前記第２の配線は、前記表示領域と前記第２行目の端子との間に延在する事を特徴とす
る電気光学装置。
【請求項２】
　前記第２の配線は、前記表示領域と前記外周の一辺との間に延在する事を特徴とする請
求項１に記載の電気光学装置。
【請求項３】
　少なくとも互いに隣接する前記第１の配線の長さと前記第２の配線の長さとがほぼ等し
い事を特徴とする請求項１又は２に記載の電気光学装置。
【請求項４】
　前記第１の配線と前記第２の配線とが直線である事を特徴とする請求項１乃至３のいず
れか一項に記載の電気光学装置。
【請求項５】
　前記第２の配線の幅は、前記第２行目の端子との接続部に於いて、前記第２の配線の幅
の平均値よりも大きい事を特徴とする請求項４に記載の電気光学装置。
【請求項６】
　表示領域と駆動回路とを有する素子基板を備え、
　前記駆動回路は、前記表示領域と前記素子基板の外周の一辺との間に配置され、
　前記素子基板には、第１行目の端子と、第２行目の端子と、前記第１行目の端子に接続
する第１の配線と、前記第２行目の端子に接続する第２の配線とが形成されており、
　前記第１行目の端子は、前記駆動回路と前記素子基板の外周の一辺との間に配置され、
　前記第２行目の端子は、前記第１行目の端子と前記外周の一辺との間に配置され、
　前記第１の配線は、前記駆動回路と前記外周の一辺との間に延在し、
　前記第２の配線は、前記駆動回路と前記第２行目の端子との間に延在する事を特徴とす
る電気光学装置。
【請求項７】
　前記第２の配線は、前記駆動回路と前記外周の一辺との間に延在する事を特徴とする請
求項６に記載の電気光学装置。
【請求項８】
　少なくとも互いに隣接する前記第１の配線の長さと前記第２の配線の長さとがほぼ等し
い事を特徴とする請求項６又は７に記載の電気光学装置。
【請求項９】
　前記第１の配線と前記第２の配線とが直線である事を特徴とする請求項６乃至８のいず
れか一項に記載の電気光学装置。
【請求項１０】
　前記第２の配線の幅は、前記第２行目の端子との接続部に於いて、前記第２の配線の幅
の平均値よりも大きい事を特徴とする請求項９に記載の電気光学装置。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれか一項に記載の電気光学装置を備えた事を特徴とする電子機
器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、電気光学装置、及び電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　表示機能が付いた電子機器では、透過型電気光学装置や反射型電気光学装置が使用され
ている。これらの電気光学装置に光が照射され、電気光学装置により変調された透過光や
反射光が表示画像となったり、或いはスクリーンに投影されて投射画像となったりしてい
る。この様な電子機器に使用される電気光学装置としては液晶装置が知られており、これ
は液晶の誘電異方性と液晶層に於ける光の旋光性とを利用して画像を形成する物である。
液晶装置では、画像表示領域に走査線と信号線とが配置されて、これらの交点に画素が行
列状に配置されている。画素には画素トランジスターが設けられ、画素トランジスターを
介して各画素に画像信号を供給する事で画像が形成される。
【０００３】
　電気光学装置では、表示品質を高めるべく、画素の高精細化が進められている。これに
伴い電気光学装置が有する実装端子数が増加し、電気光学装置のサイズに対して充分な実
装端子の配置領域を確保し難い状況が生じて来ている。この課題を解決する方法が、例え
ば特許文献１に記載されている。特許文献１では、実装端子の配列方向に対して直角の方
向に別の実装端子群が配置されている。要するに特許文献１の電気光学装置では、実装端
子が２行に渡って配置されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－１３８１０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載されている電気光学装置では、表示された画像に表示
ムラが視認される事があった。換言すると、従来の電気光学装置では、高精細画像を表示
ムラが発生せぬ様に表示する事が困難であると云う課題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、前述の課題の少なくとも一部を解決する為になされたものであり、以下の形
態又は適用例として実現する事が可能である。
【０００７】
　（適用例１）　本適用例に係わる電気光学装置は、表示領域を有する素子基板を備え、
素子基板には、第１行目の端子と、第２行目の端子と、第１行目の端子に接続する第１の
配線と、第２行目の端子に接続する第２の配線とが形成されており、第１行目の端子は、
表示領域と素子基板の外周の一辺との間に配置され、第２行目の端子は、第１行目の端子
と外周の一辺との間に配置され、第１の配線は、表示領域と外周の一辺との間に延在し、
第２の配線は、表示領域と第２行目の端子との間に延在する事を特徴とする。
　この構成によると、第１の配線が有する容量（第１の配線容量）と第２の配線が有する
容量（第２の配線容量）とを同程度とする事ができる。従って、第１の配線に於ける信号
伝達の時定数（第１の配線時定数）と第２の配線に於ける信号伝達の時定数（第２の配線
時定数）とが同程度となり、第１の配線時定数と第２の配線時定数との相違に起因する表
示ムラを抑制する事ができる。この結果、表示ムラが抑制された高精細画像を表示する電
気光学装置を実現する事ができる。
【０００８】
　（適用例２）　上記適用例１に記載の電気光学装置に於いて、第２の配線は、表示領域
と外周の一辺との間に延在する事が好ましい。
　この構成によると、第１の配線容量と第２の配線容量とを同程度とする事ができる。
【０００９】
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　（適用例３）　上記適用例１又は２に記載の電気光学装置に於いて、少なくとも互いに
隣接する第１の配線の長さと第２の配線の長さとがほぼ等しい事が好ましい。
　この構成によると、第１の配線容量と第２の配線容量とを同程度とする事ができる。
【００１０】
　（適用例４）　上記適用例１乃至３のいずれか一項に記載の電気光学装置に於いて、第
１の配線と第２の配線とが直線である事が好ましい。
　この構成によると、第１の配線と第２の配線とで屈曲部が解消されているので、屈曲部
に於ける信号反射の影響を回避する事ができる。この結果、配線に高速で信号を伝送する
事ができる。
【００１１】
　（適用例５）　上記適用例４に記載の電気光学装置に於いて、第２の配線の幅は、第２
行目の端子との接続部に於いて、第２の配線の幅の平均値よりも大きい事が好ましい。
　この構成によると、第１の配線容量と第２の配線容量とを同程度とする事ができる上、
配線抵抗が下がるので、第２の配線時定数の増大を抑制する事ができる。
【００１２】
　（適用例６）　本適用例に係わる電気光学装置は、表示領域と駆動回路とを有する素子
基板を備え、駆動回路は、表示領域と素子基板の外周の一辺との間に配置され、素子基板
には、第１行目の端子と、第２行目の端子と、第１行目の端子に接続する第１の配線と、
第２行目の端子に接続する第２の配線とが形成されており、第１行目の端子は、駆動回路
と素子基板の外周の一辺との間に配置され、第２行目の端子は、第１行目の端子と外周の
一辺との間に配置され、第１の配線は、駆動回路と外周の一辺との間に延在し、第２の配
線は、駆動回路と第２行目の端子との間に延在する事を特徴とする。
　この構成によると、第１の配線が有する容量（第１の配線容量）と第２の配線が有する
容量（第２の配線容量）とを同程度とする事ができる。従って、第１の配線に於ける信号
伝達の時定数（第１の配線時定数）と第２の配線に於ける信号伝達の時定数（第２の配線
時定数）とが同程度となり、第１の配線時定数と第２の配線時定数との相違に起因する表
示ムラを抑制する事ができる。この結果、表示ムラが抑制された高精細画像を表示する電
気光学装置を実現する事ができる。
【００１３】
　（適用例７）　上記適用例６に記載の電気光学装置に於いて、第２の配線は、駆動回路
と外周の一辺との間に延在する事が好ましい。
　この構成によると、第１の配線容量と第２の配線容量とを同程度とする事ができる。
【００１４】
　（適用例８）　上記適用例６又は７に記載の電気光学装置に於いて、少なくとも互いに
隣接する第１の配線の長さと第２の配線の長さとがほぼ等しい事が好ましい。
　この構成によると、第１の配線容量と第２の配線容量とを同程度とする事ができる。
【００１５】
　（適用例９）　上記適用例６乃至８のいずれか一項に記載の電気光学装置に於いて、第
１の配線と第２の配線とが直線である事が好ましい。
　この構成によると、第１の配線と第２の配線とで屈曲部が解消されているので、屈曲部
に於ける信号反射の影響を回避する事ができる。この結果、配線に高速で信号を伝送する
事ができる。
【００１６】
　（適用例１０）　上記適用例９に記載の電気光学装置に於いて、第２の配線の幅は、第
２行目の端子との接続部に於いて、第２の配線の幅の平均値よりも大きい事が好ましい。
　この構成によると、第１の配線容量と第２の配線容量とを同程度とする事ができる上、
配線抵抗が下がるので、第２の配線時定数の増大を抑制する事ができる。
【００１７】
　（適用例１１）　上記適用例１乃至１０のいずれか一項に記載の電気光学装置を備えた
事を特徴とする電子機器。
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　この構成によると、表示ムラが抑制された高精細画像を表示する電気光学装置を備えた
電子機器を実現する事ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】電子機器の一例である投射型表示装置の模式図。
【図２】電気光学装置の回路ブロック図。
【図３】各画素の回路図。
【図４】液晶装置の模式断面図。
【図５】実施形態１に係わる信号線駆動回路の回路構成と実装領域の構成とを説明した図
。
【図６】実施形態１に係わる配線形状を説明する図。
【図７】実施形態１に係わる配線形状を説明する図。
【図８】本発明の原理を説明する図。
【図９】実施形態２に係わる配線形状を説明する図。
【図１０】実施形態２に係わる配線形状を説明する図。
【図１１】実施形態３に係わる配線形状を説明する図。
【図１２】実施形態４に係わる電気光学装置の回路構成と実装領域の構成とを説明した図
。
【図１３】変形例１に係わる配線形状を説明する図。
【図１４】比較例に係わる配線形状を説明する図。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照して説明する。尚、以下の各図において
は、各層や各部材を認識可能な程度の大きさにするため、各層や各部材の尺度を実際とは
異ならせしめている。
【００２０】
　（実施形態１）
　「電子機器の概要」
　図１は、電子機器の一例である投射型表示装置（３板式のプロジェクター）の模式図で
ある。以下、図１を参照して電子機器の構成を説明する。
【００２１】
　電子機器（投射型表示装置１０００）は、３枚の電気光学装置２００（図２参照、以下
、第一パネル２０１、第二パネル２０２、第三パネル２０３と略称する）と、これら電気
光学装置２００に制御信号を供給する制御装置３０と、を少なくとも有している。第一パ
ネル２０１と第二パネル２０２と第三パネル２０３とは、相異なる表示色（赤色や緑色、
青色）に対応する３個の電気光学装置２００である。以下、特に第一パネル２０１と第二
パネル２０２と第三パネル２０３とを区別する必要がなければ、これらを纏めて単に電気
光学装置２００と称する。
【００２２】
　照明光学系１１００は、照明装置（光源）１２００からの出射光のうち赤色成分ｒを第
一パネル２０１に供給し、緑色成分ｇを第二パネル２０２に供給し、青色成分ｂを第三パ
ネル２０３に供給する。各電気光学装置２００は、照明光学系１１００から供給される各
色光を表示画像に応じて変調する光変調器（ライトバルブ）として機能する。投射光学系
１３００は、各電気光学装置２００からの出射光を合成して投射面１４００に投射する。
【００２３】
　「電子機器の回路構成」
　図２は、電気光学装置の回路ブロック図である。次に、図２を参照して電気光学装置２
００の回路ブロック構成を説明する。
【００２４】
　図２に示す様に、電気光学装置２００は表示領域４０と駆動部５０とを少なくとも具備
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している。更に電気光学装置２００は実装領域２０（図６参照）を備えている。電気光学
装置２００の表示領域４０には、相交差する複数の走査線４２と複数の信号線４３とが形
成され、走査線４２と信号線４３との各交差に対応して画素４１が行列状に配列されてい
る。走査線４２は行方向に延在しており、信号線４３は列方向に延在している。本明細書
では、行方向をＸ軸に平行な方向とし、列方向をＹ軸に平行な方向としている。尚、走査
線４２の内でｉ行目の走査線４２を特定する際には、走査線Ｇｉと表記し、信号線４３の
内で（ｊｋ＋ｐ）列目の信号線４３を特定する際には、信号線Ｓｊｋ＋ｐと表記する（ｊ
、ｋ、ｐについては後に詳述する）。表示領域４０には、ｍ本の走査線４２とｎ本の信号
線４３とが形成されている（ｍは２以上の整数、ｎは２以上の整数）。尚、本実施形態で
は、ｍ＝２１６８で、ｎ＝４１１２を例として、電気光学装置２００を説明する。この場
合、２１６８行×４１１２列の表示領域４０に対し、２１６０行×４０９６行の所謂４Ｋ
画像が表示される。
【００２５】
　表示領域４０には駆動部５０から各種信号が供給され、画像が表示領域４０に表示され
る。即ち、駆動部５０は、複数の走査線４２と複数の信号線４３とに駆動信号を供給する
。具体的に、駆動部５０は、各画素４１を駆動する駆動回路５１と、駆動回路５１に表示
用信号を供給する表示用信号供給回路３２と、フレーム画像を一時的に記憶する記憶回路
３３と、を含んで構成される。記憶回路３３に記憶されたフレーム画像から、表示用信号
供給回路３２は表示用信号（画像信号やクロック信号等）を作製し、これを駆動回路５１
に供給する。表示用信号供給回路３２はプリチャージ信号も作製し、これを駆動回路５１
に供給する。
【００２６】
　駆動回路５１は走査線駆動回路５２と信号線駆動回路５３とを含んで構成される。走査
線駆動回路５２は画素を行方向に選択又は非選択する走査信号を各走査線４２に出力し、
走査線４２はこの走査信号を画素４１に伝える。言い換えると、走査信号は選択状態と非
選択状態とを有しており、走査線４２は、走査線駆動回路５２からの走査信号を受けて、
適宜選択され得る。走査線駆動回路５２は不図示のシフトレジスター回路を備えており、
シフトレジスター回路をシフトする信号が、一段毎にシフト出力信号として出力される。
このシフト出力信号を用いて走査信号が形成される。信号線駆動回路５３は、走査線４２
の選択に同期してｎ本の信号線４３の各々にプリチャージ信号や画像信号を供給する事が
できる。
【００２７】
　一枚の表示画像は１フレーム期間に形成される。１フレーム期間には各走査線４２が少
なくとも一度は選択される。通常は、各走査線４２が一度ずつ選択される。一つの走査線
が選択される期間を水平走査期間と呼ぶので、１フレーム期間には少なくともｍ個の水平
走査期間が含まれる。１行目走査線Ｇ１から順にｍ行目の走査線Ｇｍまで（或いは、ｍ行
目走査線Ｇｍから順に１行目の走査線Ｇ１まで）順次走査線４２が選択されて１フレーム
期間が構成されるので、フレーム期間を垂直走査期間とも呼ぶ。
【００２８】
　本実施形態では電気光学装置２００は素子基板６２（図４参照）を用いて形成され、駆
動回路５１はこの素子基板６２に薄膜トランジスター等の薄膜素子を用いて形成されてい
る。表示用信号供給回路３２と記憶回路３３とが制御装置３０に含まれており、制御装置
３０は単結晶半導体基板に形成される半導体集積回路で構成されている。素子基板６２に
は実装領域２０が設けられており、実装領域２０に配置された端子ＰＡＤとフレキシブル
プリント基板（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔｓ；　ＦＰＣ）とを
介して制御装置３０から表示用信号が駆動回路５１に供給される。
【００２９】
　「画素の構成」
　図３は、各画素の回路図である。次に、図３を参照して画素４１の構成を説明する。
【００３０】
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　本実施形態の電気光学装置２００は液晶装置であり、電気光学材料は液晶４６となる。
図３に示す様に、各画素４１は、液晶素子ＣＬと画素トランジスター４４とを含んで構成
される。液晶素子ＣＬは、相対向する画素電極４５と共通電極４７とを有し、これら両電
極間に電気光学材料の液晶４６が配置された電気光学素子である。画素電極４５と共通電
極４７との間に印加される電界に応じて液晶４６を通過する光の透過率が変化する。尚、
電気光学材料としては、液晶４６に代わり、電気泳動材料を用いても良い。その場合、電
気光学装置２００は電気泳動装置となり、電子書籍などに使用される。或いは、電気光学
材料としては、液晶４６に代わり、有機ＥＬ材料を用いても良い。その場合、電気光学装
置２００は有機ＥＬ装置となり、スマートフォンやタブレット端末などに使用される。
【００３１】
　画素トランジスター４４は、走査線４２にゲートが接続されたＮ型の薄膜トランジスタ
ーで構成され、液晶素子ＣＬと信号線４３との間に介在して両者の電気的な接続（導通／
非導通）を制御する。従って、画素４１（液晶素子ＣＬ）は、画素トランジスター４４が
オン状態とされた際に信号線４３へ供給されている電位（画像信号）に応じた表示を行う
。尚、液晶素子ＣＬに対して並列に接続される補助容量等の図示は省略されている。又、
電気光学装置２００が有機ＥＬ装置で有る場合、有機ＥＬ装置の画素４１の構成は図３に
示す構成とは若干異なり、不図示の駆動トランジスターを更に有する。この際に、画素ト
ランジスター４４の出力が駆動トランジスターのゲートに電気的に接続され、駆動トラン
ジスターのソースドレインの一方が電源に接続され、駆動トランジスターのソースドレイ
ンの他方が画素電極４５に接続される。
【００３２】
　「液晶装置の構造」
　図４は液晶装置の模式断面図である。以下、液晶装置の断面構造を、図４を参照して説
明する。尚、以下の形態において、「○○上に」と記載された場合、○○の上に接する様
に配置される場合、又は、○○の上に他の構成物を介して配置される場合、又は、○○の
上に一部が接する様に配置され一部が他の構成物を介して配置される場合、を表すものと
する。
【００３３】
　電気光学装置２００（液晶装置）では、一対の基板を構成する素子基板６２と対向基板
６３とが、平面視で略矩形枠状に配置されたシール材６４にて貼り合わされている。液晶
装置は、シール材６４に囲まれた領域内に液晶４６が封入された構成になっている。液晶
４６としては、例えば、正の誘電率異方性を有する液晶材料が用いられる。液晶装置は、
シール材６４の内周近傍に沿って遮光性材料からなる平面視矩形枠状の遮光膜４８が対向
基板６３に形成されており、この遮光膜４８の内側の領域が表示領域４０となっている。
遮光膜４８は、例えば、遮光性材料であるアルミニウム（Ａｌ）で形成されており、対向
基板６３側の表示領域４０の外周を区画する様に、更に、上記した様に、表示領域４０内
で走査線４２と信号線４３に対向して設けられている。
【００３４】
　図４に示す様に、素子基板６２の液晶４６側には、複数の画素電極４５が形成されてお
り、これら画素電極４５を覆う様に第１配向膜６５が形成されている。画素電極４５は、
インジウム錫酸化物（ＩＴＯ）等の透明導電材料からなる導電膜である。一方、対向基板
６３の液晶４６側には、格子状の遮光膜４８が形成され、その上に平面ベタ状の共通電極
４７が形成されている。そして、共通電極４７上には、第２配向膜６６が形成されている
。共通電極４７は、ＩＴＯ等の透明導電材料からなる導電膜である。
【００３５】
　液晶装置は透過型であって、素子基板６２及び対向基板６３における光の入射側と出射
側とにそれぞれ偏光板（図示せず）等が配置されて用いられる。尚、液晶装置の構成は、
これに限定されず、反射型や半透過型の構成であってもよい。
【００３６】
　この様に、電気光学装置２００は、表示領域４０と駆動回路５１（図４では、信号線駆
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動回路５３が図示）と実装領域２０とを有する素子基板６２を備えている。実装領域２０
は、表示領域４０と素子基板６２の外周の一辺６７との間に配置されている。駆動回路５
１は表示領域４０と素子基板６２の外周の一辺６７との間に配置されていると共に、表示
領域４０と実装領域２０との間に配置されている。即ち、表示領域４０の外側に駆動回路
５１が配置され、駆動回路５１の更に外側に実装領域２０が形成されている。
【００３７】
　「信号線駆動回路及び実装領域」
　図５は、実施形態１に係わる信号線駆動回路の回路構成と実装領域の構成とを説明した
図である。次に、図５を参照して信号線駆動回路５３及び実装領域２０の構成を説明する
。
【００３８】
　信号線駆動回路５３は、ｎ本の信号線４３の各々にプリチャージ信号と画像信号とを供
給する事ができる。まず、ｎ本の信号線４３はｋ個の信号線群に分類される（ｋは２以上
の整数）。即ち、系列信号がｋ種類あり、これに応じて、ｎ本の信号線４３は、第１系列
の信号線（第１系列信号線群と称す）から第ｋ系列の信号線（第ｋ系列信号線群と称す）
まで、ｋ種類の信号線群に分類される。（ｊｋ＋ｐ）列目の信号線Ｓｊｋ＋ｐにてｐは１
からｋ迄のいずれかの値を取り、（ｊｋ＋ｐ）列目の信号線Ｓｊｋ＋ｐは第ｐ系列信号線
群に属する。又、パラメーターｊは０からｑまでのいずれかの整数値を取り得る。数値ｑ
はパラメーターｊの最大値で、信号線４３の本数ｎを系列数ｋにて除した値から１を減じ
た値である（ｑ＝ｎ／ｋ－１）である。本実施形態では、一例として、ｎ＝４１１２とし
、ｋ＝４としているので、パラメーターｊが取り得る最大値ｑは１０２７（ｑ＝１０２７
）である。従って、第１系列信号線群は（ｊｋ＋１）列目の信号線Ｓｊｋ＋１の集合体で
あり、具体的には、ｊ＝０の１列目の信号線Ｓ１、ｊ＝１の５列目の信号線Ｓ５、ｊ＝２
の９列目の信号線Ｓ９、、、ｊ＝１０２７の４１０９列目の信号線Ｓ４１０９、迄の１０
２８本の信号線４３が含まれる。同様に、第２系列信号線群は（ｊｋ＋２）列目の信号線
Ｓｊｋ＋２の集合体であり、具体的には、ｊ＝０の２列目の信号線Ｓ２、ｊ＝１の６列目
の信号線Ｓ６、ｊ＝２の１０列目の信号線Ｓ１０、、、ｊ＝１０２７の４１１０列目の信
号線Ｓ４１１０、迄の１０２８本の信号線４３が含まれる。以下同様にして、第ｋ系列信
号線群は（ｊｋ＋ｋ）列目の信号線Ｓｊｋ＋ｋの集合体であり、具体的には、ｊ＝０のｋ
列目の信号線Ｓｋ、ｊ＝１の２ｋ列目の信号線Ｓ２ｋ、ｊ＝２の３ｋ列目の信号線Ｓ３ｋ
、、、ｊ＝ｑの（ｑ＋１）ｋ列目の信号線Ｓ（ｑ＋１）ｋ（今の例では、ｊ＝１０２８の
４１１２列目の信号線Ｓ４１１２）の１０２８本の信号線４３が含まれる。
【００３９】
　信号線駆動回路５３には、ｋ種類の系列信号に対応するｋ本の系列線と、（ｑ＋１）本
の元信号線が配線されている。第ｐ系列線には第ｐ系列信号ＳＥＬｐが供給される（ｐは
１からｋ迄の任意の整数）。例えば、第１系列線には第１系列信号ＳＥＬ１が供給され、
第２系列線には第２系列信号ＳＥＬ２が供給され、以下同様にして、第ｋ系列線には第ｋ
系列信号ＳＥＬｋが供給される。第ｊ元信号線には第ｊ元信号ＯＳｊが供給される。例え
ば、第０元信号線には第０元信号ＯＳ０が供給され、第１元信号線には第１元信号ＯＳ１
が供給され、以下同様にして、第ｑ元信号線には第ｑ元信号ＯＳｑが供給される。
【００４０】
　信号線駆動回路５３には、ｑ＋１個（即ち、ｎ／ｋ個）の第１スイッチＳＷ１からｑ＋
１個（即ち、ｎ／ｋ個）の第ｋスイッチＳＷｋが含まれている。第１スイッチＳＷ１から
第ｋスイッチＳＷｋは、画素トランジスター４４と同様に、薄膜トランジスターで形成さ
れている。第ｐスイッチＳＷｐの一端（ソースとドレインとの一方）は（ｊｋ＋ｐ）列目
の信号線Ｓｊｋ＋ｐに電気的に接続され、第ｐスイッチＳＷｐの他端（ソースとドレイン
との他方）は第ｊ元信号線に電気的に接続され、第ｐスイッチＳＷｐのゲートは第ｐ系列
線に電気的に接続されている。従って、第ｐ系列信号ＳＥＬｐが選択信号となれば、第ｐ
スイッチＳＷｐはオン状態となり、（ｊｋ＋ｐ）列目の信号線Ｓｊｋ＋ｐには、プリチャ
ージ信号又は画像信号として、第ｊ元信号ＯＳｊが供給される。例えば、第１系列信号線
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群に属する１列目の信号線Ｓ１と第０元信号線との間に第１スイッチＳＷ１が配置され、
第１スイッチＳＷ１のゲートは第１系列線に電気的に接続されている。その為に、第１系
列信号ＳＥＬ１が選択信号となれば、第１スイッチＳＷ１はオン状態となり、１列目の信
号線Ｓ１には、プリチャージ信号又は画像信号として、第０元信号ＯＳ０が供給される。
同様に、例えば、第４系列信号線群に属する４１１２列目の信号線Ｓ４１１２と第１０２
７元信号線との間に第４スイッチＳＷ４が配置され、第４スイッチＳＷ４のゲートは第４
系列線に電気的に接続されている。その為に、第４系列信号ＳＥＬ４が選択信号となれば
、第４スイッチＳＷ４はオン状態となり、４１１２列目の信号線Ｓ４１１２には、プリチ
ャージ信号又は画像信号として、第１０２７元信号ＯＳ１０２７が供給される。
【００４１】
　尚、本明細書にて、端子１と端子２とが電気的に接続されているとは、端子１と端子２
とが同じ論理状態（設計概念上の電位）になり得る事を意味している。具体的には、端子
１と端子２とが配線により直に接続されている場合の他に、抵抗素子やスイッチング素子
等を介して接続されている場合を含む。即ち、端子１での電位と端子２での電位とが多少
異なっていても、回路上で同じ論理を持たせる場合、端子１と端子２とは電気的に接続さ
れている事になる。従って、例えば、図５に示す様に、１列目の信号線Ｓ１と第０元信号
線との間に第１スイッチＳＷ１が配置された場合も、第１スイッチＳＷ１がオン状態では
、第０元信号が１列目の信号線Ｓ１に供給されるので、１列目の信号線Ｓ１と第０元信号
線とは電気的に接続されている事になる。
【００４２】
　ｑ＋１本の元信号線（第０元信号線から第ｑ元信号線）は其々実装領域２０にて端子Ｐ
ＡＤに接続する。一本の元信号線に対して一つの端子が形成されるので、端子ＰＡＤの数
はｑ＋１個と非常に多くなる。そこで、実装領域２０ではｑ＋１個の端子ＰＡＤをｓ行ｔ
列の行列状に配置する（ｓは２以上の整数、ｔ＝（ｑ＋１）／ｓ）。本実施形態では、ｑ
＋１＝１０２８であるので、ｓ＝４、ｔ＝２５７として、端子ＰＡＤを４行２５７列の行
列状に配置している。例えば、第０元信号線は１行１列の端子ＰＡＤ１－１に電気的に接
続され、第１元信号線は１行２列の端子ＰＡＤ１－２に電気的に接続され、以下同様にし
て、第１０２７元信号線は４行２５７列の端子ＰＡＤ４－２５７に電気的に接続されてい
る。尚、１行１列の端子ＰＡＤ１－１から１行２５７列の端子ＰＡＤ１－２５７迄が第１
行目の端子ＰＡＤ１である。同様に、２行１列の端子ＰＡＤ２－１から２行２５７列の端
子ＰＡＤ２－２５７迄が第２行目の端子ＰＡＤ２であり、３行１列の端子ＰＡＤ３－１か
ら３行２５７列の端子ＰＡＤ３－２５７迄が第３行目の端子ＰＡＤ３であり、４行１列の
端子ＰＡＤ４－１から４行２５７列の端子ＰＡＤ４－２５７迄が第４行目の端子ＰＡＤ４
である。
【００４３】
　制御装置３０と駆動回路５１とは不図示のＦＰＣを介して接続されている。ＦＰＣの接
続部には接続領域が設けられており、接続領域には実装領域２０に配置された端子ＰＡＤ
と同じピッチで対応する接続端子が形成されている。ＦＰＣの接続端子と実装領域２０の
端子ＰＡＤとは異方性導電フィルム（Ａｎｉｓｏｔｒｏｐｉｃ　Ｃｏｎｄｕｃｔｉｖｅ　
Ｆｉｌｍ；ＡＣＦ）や異方性導電ペースト（Ａｎｉｓｏｔｒｏｐｉｃ　Ｃｏｎｄｕｃｔｉ
ｖｅ　Ｐａｓｔｅ；ＡＣＰ）を用いて接続される。
【００４４】
　尚、端子ＰＡＤと配線とはアルミニウムや銅などの金属で形成され、これら金属は酸化
珪素膜等の絶縁膜に覆われている。端子ＰＡＤでは、ＦＰＣへの接触用に絶縁膜に開口部
が設けられている。更に、端子ＰＡＤの信頼性を増す為に、画素電極４５を構成する導電
材料（インジウム錫酸化物等）にて開口部を覆っていても良い。
【００４５】
　「配線形状」
　図６は、実施形態１に係わる配線形状を説明する図で、（ａ）は一列分の端子に係わる
配線形状を説明する図で、（ｂ）は電気光学装置の構成を説明する概略平面図である。又
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、図７は、実施形態１に係わる配線形状を説明する図で、複数列分の端子に係わる配線形
状を説明する図である。図８は、本発明の原理を説明する図である。図１４は、比較例に
係わる配線形状を説明する図で、（ａ）は一列分の端子に係わる配線形状を説明する図で
、（ｂ）は電気光学装置の構成を説明する概略平面図である。次に、図６乃至８と図１４
とを参照して、配線形状及び本発明の原理を説明する。尚、図１４は従来技術に相当する
比較例を説明する図であるが、説明を分かり易くする為に、本実施形態と同種類の構成に
は同じ符号や表記を用いている。
【００４６】
　図５は回路構成を説明する等価回路図であるので、電気光学装置２００に於ける実際の
配線形状はこれとは異なっている。まず、図６と図７とを参照して、実装領域２０に於け
る配線形状を説明する。
【００４７】
　図６（ｂ）に示す様に、実装領域２０は、素子基板６２の表示領域４０と素子基板６２
の外周の一辺６７との間に配置されている。図６（ａ）は実装領域２０の一部を拡大して
描いたもので、具体的には実装領域２０に於けるｔ列目の端子ＰＡＤ（１行ｔ列の端子Ｐ
ＡＤ１－ｔから４行ｔ列の端子ＰＡＤ４－ｔ迄の端子ＰＡＤ）とそれに接続する配線とを
説明している。図６（ａ）に示す様に、第１行目の端子ＰＡＤ１は、表示領域４０と素子
基板６２の外周の一辺６７との間に配置され、第２行目の端子ＰＡＤ２は、第１行目の端
子ＰＡＤ１と外周の一辺６７との間に配置され、以下同様にして、第ｓ行目の端子ＰＡＤ
ｓは、第ｓ－１行目の端子ＰＡＤｓ－１と外周の一辺６７との間に配置される。即ち、第
１行目の端子ＰＡＤ１が最も内側に位置して表示領域４０に最も近く、第ｓ行目の端子Ｐ
ＡＤｓが最も外側（素子基板６２の外周の一辺６７側）に位置して表示領域４０から最も
離れている。
【００４８】
　図６（ａ）に示す様に、実装領域２０には、第１行目の端子ＰＡＤ１に接続する第１の
配線Ｗ１と、第２行目の端子ＰＡＤ２に接続する第２の配線Ｗ２と、以下同様に第ｓ行目
の端子ＰＡＤｓに接続する第ｓの配線Ｗｓとが形成されている。第１の配線Ｗ１は、表示
領域４０と外周の一辺６７との間に延在している。即ち、第１の配線Ｗ１は、第１行目の
端子ＰＡＤ１から表示領域４０に向かう第１のインバウンド配線ＩＢＷ１と、第１行目の
端子ＰＡＤ１から素子基板６２の外周の一辺６７に向かう第１のアウトバウンド配線ＯＢ
Ｗ１とを有している。第１のインバウンド配線ＩＢＷ１は表示領域４０と第１行目の端子
ＰＡＤ１の間に延在しており、第１のアウトバウンド配線ＯＢＷ１は第１行目の端子ＰＡ
Ｄ１と素子基板６２の外周の一辺６７との間に延在している。
【００４９】
　同様に、第２の配線Ｗ２は、表示領域４０と外周の一辺６７との間に延在している。即
ち、第２の配線Ｗ２は、第２行目の端子ＰＡＤ２から表示領域４０に向かう第２のインバ
ウンド配線ＩＢＷ２と、第２行目の端子ＰＡＤ２から素子基板６２の外周の一辺６７に向
かう第２のアウトバウンド配線ＯＢＷ２とを有している。第２のインバウンド配線ＩＢＷ
２は表示領域４０と第２行目の端子ＰＡＤ２の間に延在しており、第２のアウトバウンド
配線ＯＢＷ２は第２行目の端子ＰＡＤ２と素子基板６２の外周の一辺６７との間に延在し
ている。
【００５０】
　以下同様にして、第ｓの配線Ｗｓは、表示領域４０と外周の一辺６７との間に延在して
いる。即ち、第ｓの配線Ｗｓは、第ｓ行目の端子ＰＡＤｓから表示領域４０に向かう第ｓ
のインバウンド配線ＩＢＷｓと、第ｓ行目の端子ＰＡＤｓから素子基板６２の外周の一辺
６７に向かう第ｓのアウトバウンド配線ＯＢＷｓとを有している。第ｓのインバウンド配
線ＩＢＷｓは表示領域４０と第ｓ行目の端子ＰＡＤｓの間に延在しており、第ｓのアウト
バウンド配線ＯＢＷｓは第ｓ行目の端子ＰＡＤｓと素子基板６２の外周の一辺６７との間
に延在している。
【００５１】
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　第１行目の端子ＰＡＤ１は表示領域４０に最も近い位置に配置されているので、第１の
インバウンド配線ＩＢＷ１はその他のインバウンド配線ＩＢＷよりも短い。反対に、第ｓ
行目の端子ＰＡＤｓは表示領域４０から最も離れた位置に配置されているので、第ｓのイ
ンバウンド配線ＩＢＷｓはその他のインバウンド配線ＩＢＷよりも長い。これに対して、
第１行目の端子ＰＡＤ１は表示領域４０に最も近い位置に配置されているので、第１のア
ウトバウンド配線ＯＢＷ１はその他のアウトバウンド配線ＯＢＷよりも長い。反対に、第
ｓ行目の端子ＰＡＤｓは表示領域４０から最も離れた位置に配置されているので、第ｓの
アウトバウンド配線ＯＢＷｓはその他のアウトバウンド配線ＯＢＷよりも短い。この様に
、インバウンド配線ＩＢＷの長さは第１行目の端子ＰＡＤ１から第ｓ行目の端子ＰＡＤｓ
へと行毎に長くなり、反対に、アウトバウンド配線ＯＢＷの長さは第１行目の端子ＰＡＤ
１から第ｓ行目の端子ＰＡＤｓへと行毎に短くなる。この結果、第１の配線Ｗ１から第ｓ
の配線Ｗｓ迄、総ての配線の長さ（第１の配線Ｗ１の長さと第２の配線Ｗ２の長さと、と
続き、第ｓの配線Ｗｓの長さと）がほぼ等しくなっている。実際には、第１の配線Ｗ１か
ら第ｓの配線Ｗｓ迄、総ての配線の長さがほぼ等しくなる様に第１のアウトバウンド配線
ＯＢＷ１から第ｓのアウトバウンド配線ＯＢＷｓ迄が配置される。
【００５２】
　各インバウンド配線ＩＢＷは、隣り合うインバウンド配線ＩＢＷ間の距離がほぼ等しく
なる様に配置される。具体的には、第１のインバウンド配線ＩＢＷ１とその隣に位置する
第２のインバウンド配線ＩＢＷ２との距離と、第２のインバウンド配線ＩＢＷ２とその隣
に位置する第３のインバウンド配線ＩＢＷ３との距離と、第３のインバウンド配線ＩＢＷ
３とその隣に位置する第４のインバウンド配線ＩＢＷ４との距離と、第４のインバウンド
配線ＩＢＷ４とその隣に位置する第１のインバウンド配線ＩＢＷ１との距離とは、ほぼ等
しくなっている。
【００５３】
　又、各アウトバウンド配線ＯＢＷは、隣り合うアウトバウンド配線ＯＢＷ間の距離がほ
ぼ等しくなる様に配置される。具体的には、第１のアウトバウンド配線ＯＢＷ１とその隣
に位置する第２のアウトバウンド配線ＯＢＷ２との距離と、第２のアウトバウンド配線Ｏ
ＢＷ２とその隣に位置する第３のアウトバウンド配線ＯＢＷ３との距離と、第３のアウト
バウンド配線ＯＢＷ３とその隣に位置する第４のアウトバウンド配線ＯＢＷ４との距離と
、第４のアウトバウンド配線ＯＢＷ４とその隣に位置する第１のアウトバウンド配線ＯＢ
Ｗ１との距離とは、ほぼ等しくなっている。加えて、隣り合うインバウンド配線ＩＢＷ間
の距離と、隣り合うアウトバウンド配線ＯＢＷ間の距離とは、ほぼ等しくなっている。
【００５４】
　インバウンド配線ＩＢＷは、実装領域２０から信号線駆動回路５３へと、隣り合うイン
バウンド配線ＩＢＷ間の距離をほぼ等しく保った直線にて接続され、元信号線となる。具
体的に数例を述べると、１行１列の端子ＰＡＤ１－１のインバウンド配線ＩＢＷ（１列目
の第１のインバウンド配線ＩＢＷ１）はそのまま第０元信号線となり、２行１列の端子Ｐ
ＡＤ２－１のインバウンド配線ＩＢＷ（１列目の第２のインバウンド配線ＩＢＷ２）はそ
のまま第１元信号線となり、４行２５７列の端子ＰＡＤ４－２５７のインバウンド配線Ｉ
ＢＷ（２５７列目の第４のインバウンド配線ＩＢＷ４）はそのまま第１０２７元信号線と
なる。又、アウトバウンド配線ＯＢＷは、以下に述べる寄生容量を揃える効果の他には回
路上の機能はなく、所謂ダミー配線である。
【００５５】
　図７は、上述の構成とした際に、複数列分の端子とそれに係わる配線の形状を説明して
いる。各配線の長さがほぼ等しく、隣り合う配線との間隔の関係も総ての配線で同等とな
っている。即ち、第１の配線Ｗ１と第２の配線Ｗ２と第３の配線Ｗ３と第４の配線Ｗ４と
では、総て配線長がほぼ等しく、且つ、隣り合う配線間の距離（配線間隔）もほぼ等しく
なっている。
【００５６】
　図８は上述の構成がもたらす効果を定性的に説明した図で、総ての配線に関して、配線
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容量が同程度となっている事を表している。上述の構成とすると、具体的には、第１の配
線Ｗ１が有する容量（第１配線容量）と第２の配線Ｗ２が有する容量（第２配線容量）と
第３の配線Ｗ３が有する容量（第３配線容量）と第４の配線Ｗ４が有する容量（第４配線
容量）とは同程度となる。図８に示す様に、例えば、第２の配線Ｗ２に関しては、上隣の
第３の配線Ｗ３との間に上側寄生容量Ｃ１を有し、下隣の第１の配線Ｗ１との間に下側寄
生容量Ｃ２を有し、これらの上側寄生容量Ｃ１と下側寄生容量Ｃ２とは、ほぼ等しくなる
。上側寄生容量Ｃ１と下側寄生容量Ｃ２とが等しい関係は第１の配線Ｗ１に対しても、第
２の配線Ｗ２に対しても、第３の配線Ｗ３に対しても、第４の配線Ｗ４に対しても、総て
の配線に対して成り立つ。その結果、第１配線容量と第２配線容量と第３配線容量と第４
配線容量とは（総ての配線容量は）ほぼ等しくなる。又、配線抵抗もほぼ等しくされてい
るので、第１の配線Ｗ１に於ける信号伝達の時定数（第１配線の時定数）と第２の配線Ｗ
２に於ける信号伝達の時定数（第２配線の時定数）と第３の配線Ｗ３に於ける信号伝達の
時定数（第３配線の時定数）と第４の配線Ｗ４に於ける信号伝達の時定数（第４配線の時
定数）とが、総て皆、同程度となる。この結果、第１配線の時定数と第２配線の時定数と
第３配線の時定数と第４配線の時定数との相違に起因する表示ムラを抑制する事ができる
。この様にして、表示ムラが抑制された高精細画像を表示する電気光学装置２００を実現
する事ができる。
【００５７】
　一般に、ＦＰＣの制約や端子ＰＡＤ面積の確保等の理由により、端子ＰＡＤの行間の距
離が数ｍｍ程度に及び、例えば四行の実装であれば全体で１０ｍｍ弱程度に及ぶ状況であ
る。斯うした場合、図１４に示される比較例では、各配線（元信号線）に付随する配線容
量（隣接配線間容量等）に大きな差異が生じ、大きな配線容量差が生じ得る事となる。配
線（元信号線）に配線容量差がある場合、その差異に起因して表示画像にムラが視認され
る場合があるが、本実施形態の構成は、この課題を確実に改善する事ができる。
【００５８】
　尚、厳密には、制御装置３０の出力ピンから駆動回路５１迄の時定数が総ての配線で揃
う事が均一な画像表示を実現する。従って、ＦＰＣに於ける配線の時定数とインバウンド
配線ＩＢＷの時定数との和が揃う必要がある。但し、ＦＰＣでの配線はパネルでの配線よ
りも十分に太くて低抵抗であり、ＦＰＣでの配線間の距離も大きいために配線間の寄生容
量も小さく、ＦＰＣの配線での時定数は、インバウンド配線ＩＢＷの時定数に比較して非
常に小さい。従って、電気光学装置２００の端子ＰＡＤで元信号を受ける際には、信号遅
延にばらつきは殆ど問題にならない（非常に小さい）。図１４に示される従来技術では、
電気光学装置２００での配線の配線容量が異なる為に、信号遅延にばらつきが発生し、表
示ムラが現れる事もあった。これに対して、本実施形態では、第１配線の時定数も第２配
線の時定数も第３配線の時定数も第４配線の時定数も皆同程度に揃う為、信号遅延に起因
する表示ムラを抑制する事ができる。
【００５９】
　又、本明細書にて「ほぼ等しい」とは、設計概念上等しい事を意味する。即ち、多少の
誤差等が生じていても、設計概念で意図的に異ならせた他は「ほぼ等しい」と言える。
【００６０】
　「他の電子機器」
　電気光学装置２００は上述の構成をなすが、この電気光学装置２００を組み込んだ電子
機器としては、図１を参照して説明したプロジェクターの他にも、リアプロジェクション
型テレビ、直視型テレビ、携帯電話、携帯用オーディオ機器、パーソナルコンピューター
、ビデオカメラのモニター、カーナビゲーション装置、ページャー、電子手帳、電卓、ワ
ードプロセッサー、ワークステーション、テレビ電話、ＰＯＳ端末、ディジタルスチルカ
メラなどを挙げる事ができる。
【００６１】
　（実施形態２）
　「配線形状が異なる形態１」
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　図９は、実施形態２に係わる配線形状を説明する図で、（ａ）は一列分の端子に係わる
配線形状を説明する図で、（ｂ）は電気光学装置の構成を説明する概略平面図である。又
、図１０は、実施形態２に係わる配線形状を説明する図で、複数列分の端子に係わる配線
形状を説明する図である。次に、図９乃至１０を参照して、実施形態２に係わる電気光学
装置２００を説明する。尚、実施形態１と同一の構成部位については、同一の符号を附し
、重複する説明は省略する。
【００６２】
　図９に示す本実施形態の電気光学装置２００は、図６に示された実施形態１の電気光学
装置２００と比べて、実装領域２０に於ける配線形状が異なっている。それ以外の構成は
、実施形態１とほぼ同様である。
【００６３】
　実施形態１の電気光学装置２００（図６）では、配線が約９０°曲がる屈曲部が見られ
た。これに対して、図９に示す様に、本実施形態の電気光学装置２００は、端子ＰＡＤに
接続する総ての配線（第１の配線Ｗ１と、第２の配線Ｗ２と、と続き、第ｓの配線Ｗｓと
迄、本実施形態ではｓ＝４）が、少なくとも実装領域２０に於いては、直線である。更に
、少なくとも実装領域２０に於いては、各配線の長さ（インバウンド配線ＩＢＷの長さと
アウトバウンド配線ＯＢＷの長さとの和）が等しくなっている。斯うした構成を為す結果
、総ての配線（第１の配線Ｗ１と第２の配線Ｗ２と第３の配線Ｗ３と第４の配線Ｗ４）と
で屈曲部が解消されているので、屈曲部に於ける信号反射の影響を回避する事ができる。
この結果、配線に高速で信号を伝送する事ができる様になる。
【００６４】
　図７に示す実施形態１では、ｓ行ｔ列に配列された端子ＰＡＤは、行方向の位置が揃う
と共に列方向の位置も揃っていた。一方、図１０に示す様に、本実施形態の電気光学装置
２００では、ｓ行ｔ列に配列された端子ＰＡＤは、行方向（Ｘ軸に平行な方向で、インバ
ウンド配線ＩＢＷの延在方向に直交する方向）では行毎に位置が揃っているものの（各行
で端子ＰＡＤのＹ座標がほぼ等しい）、列方向（Ｙ軸に平行な方向で、インバウンド配線
ＩＢＷの延在方向）の位置に関しては、行毎に一定のオフセット量を以てずれている（同
じ列のｓ個の端子で端子ＰＡＤのＸ座標が一定量ずつずれている）。例えば、同じ列に関
して、２行目の端子ＰＡＤ２は１行目の端子ＰＡＤ１に対してＸ座標の値が所定量ずれて
おり、３行目の端子ＰＡＤ３は２行目の端子ＰＡＤ２に対してＸ座標の値が先の所定量に
同じ量ずれており、４行目の端子ＰＡＤ４は３行目の端子ＰＡＤ３に対してＸ座標の値が
先の所定量に同じ量ずれており、その隣の列の１行目の端子ＰＡＤ１は前の列のｓ行目の
端子ＰＡＤｓに対してＸ座標の値が先の所定量に同じ量ずれている。この様に行毎に端子
の列方向の座標が同じ量だけずれている。斯うする事で、端子ＰＡＤに接続する総ての配
線（第１の配線Ｗ１と、第２の配線Ｗ２と、と続き、第ｓの配線Ｗｓと迄、本実施形態で
はｓ＝４）が、少なくとも実装領域２０に於いては、直線となっている。なお実施形態２
において、実装時のアライメントに使用するマーク（図示せず）のＸ座標を各実装端子行
において同一にしておけば、ＦＰＣの貼り付け時における取り違い（所謂ポカミス）を回
避することもできる。
【００６５】
　（実施形態３）
　「配線形状が異なる形態２」
　図１１は、実施形態３に係わる配線形状を説明する図で、複数列分の端子に係わる配線
形状を説明する図である。次に、図１１を参照して、実施形態３に係わる電気光学装置２
００を説明する。尚、実施形態２と同一の構成部位については、同一の符号を附し、重複
する説明は省略する。
【００６６】
　図１１に示す本実施形態の電気光学装置２００は、図１０に示された実施形態２の電気
光学装置２００と比べて、実装領域２０に於ける配線形状が異なっている。それ以外の構
成は、実施形態２とほぼ同様である。
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【００６７】
　実施形態２の電気光学装置２００（図１０）では、列方向に隣り合う端子ＰＡＤの間が
広がっていた。例えば、１行４列のＰＡＤ１－４と２行４列のＰＡＤ２－４との間には配
線のない平面空間が広がっていた。この為に、この平面空間に於いては第１のアウトバウ
ンド配線ＯＢＷ１と第２のインバウンド配線ＩＢＷ２との距離は、インバウンド配線ＩＢ
Ｗ間の距離よりも大きくなっており、この部分では第１のアウトバウンド配線ＯＢＷ１と
第２のインバウンド配線ＩＢＷ２との容量値が小さくなっていた。これに対して、本実施
形態では、図１１に示す様に、各インバウンド配線ＩＢＷの幅は、そのインバウンド配線
ＩＢＷが接続する端子ＰＡＤとの接続部に於いて、インバウンド配線ＩＢＷの幅の平均値
よりも大きくなっている。例えば、１行４列のＰＡＤ１－４と２行４列のＰＡＤ２－４と
の間（図１１にてＤで示す部位）で、第２の配線Ｗ２の幅は、第２行目の端子ＰＡＤ２と
の接続部に於いて、第２の配線Ｗ２の幅の平均値よりも大きくなっている。より具体的に
は、各インバウンド配線ＩＢＷの幅は、そのインバウンド配線ＩＢＷが接続する端子ＰＡ
Ｄとの接続部に於いては、インバウンド配線ＩＢＷの幅（インバウンド配線ＩＢＷの行方
向の長さ）と端子ＰＡＤの幅（端子ＰＡＤの行方向の長さ）とがほぼ一致している。斯う
すると、総ての配線間距離がほぼ等しくなる。例えば、１行４列のＰＡＤ１－４と２行４
列のＰＡＤ２－４との間（図１１にてＤで示す部位）にも太い第２の配線Ｗ２が形成され
ている。この為に、図１１にてＤで示す部位に於いても第１のアウトバウンド配線ＯＢＷ
１と第２のインバウンド配線ＩＢＷ２との距離は、インバウンド配線ＩＢＷ間の距離やア
ウトバウンド配線ＯＢＷ間の距離にほぼ等しくなり、第１配線容量と第２配線容量とを同
程度とする事ができる。即ち、端子ＰＡＤに接続する総ての配線容量を同程度とする事が
できる。更に、図１１にてＤで示す部位のインバウンド配線ＩＢＷが太くなり、インバウ
ンド配線ＩＢＷの配線抵抗が下がるので、総ての配線に関して配線時定数（第１配線の時
定数から第ｓ配線の時定数）の増大を抑制する事ができる。
【００６８】
　（実施形態４）
　「接続関係が異なる形態」
　図１２は、実施形態４に係わる電気光学装置の回路構成と実装領域の構成とを説明した
図である。次に、図１２を参照して、実施形態４に係わる信号線駆動回路５３及び実装領
域２０の構成を説明する。尚、実施形態１乃至３と同一の構成部位については、同一の符
号を附し、重複する説明は省略する。
【００６９】
　図１２に示す本実施形態の電気光学装置２００は、図５に示された実施形態１の電気光
学装置２００と比べて、端子ＰＡＤと回路との配置関係が異なっている。それ以外の構成
は、実施形態１とほぼ同様である。
【００７０】
　実施形態１乃至３（図５）では、信号線駆動回路５３が薄膜素子にて素子基板６２に形
成されていた。これに対して、本実施例では、信号線駆動回路５３は単結晶半導体基板に
形成される半導体集積回路で構成されている。その為に、端子の数は画素４１の列数ｎと
なる。端子ＰＡＤは実装領域２０にてｓ行ｔ列（ｓｔ＝ｎ）に配列され、各端子ＰＡＤか
らのインバウンド配線ＩＢＷは信号線４３となる。本実施形態では、ｎ＝４１１２で、ｓ
＝４、ｔ＝１０２８である。信号線駆動回路５３と端子ＰＡＤとは不図示のＦＰＣを介し
て接続されている。
【００７１】
　実装領域２０は表示領域４０の外側で表示領域４０に沿って形成され、表示領域４０と
外周の一辺６７との間に配置される。各端子ＰＡＤには信号線駆動回路５３より、不図示
のＦＰＣを介して、プリチャージ信号や画像信号が供給され、プリチャージ信号や画像信
号は、ｎ本の信号線４３に供給される。各端子ＰＡＤに関して、インバウンド配線ＩＢＷ
とアウトバウンド配線ＯＢＷとの関係は実施形態１乃至３と同様である。
【００７２】
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　本発明は上述した実施形態に限定されず、上述した実施形態に種々の変更や改良などを
加えることが可能である。変形例を以下に説明する。
【００７３】
　（変形例１）
　「アウトバウンド配線が異なる形態」
　図１３は、変形例１に係わる配線形状を説明する図で、（ａ）は一列分の端子に係わる
配線形状を説明する図で、（ｂ）は電気光学装置の構成を説明する概略平面図である。次
に、図１３を参照して、変形例１に係わる電気光学装置２００を説明する。尚、実施形態
１乃至４と同一の構成部位については、同一の符号を附し、重複する説明は省略する。
【００７４】
　図１３に示す本変形例の電気光学装置２００は、図６に示された実施形態１の電気光学
装置２００と比べて、アウトバウンド配線ＯＢＷが異なっている。それ以外の構成は、実
施形態１とほぼ同様である。
【００７５】
　実施形態１（図６）では、ｓ行目端子ＰＡＤｓにも第ｓのアウトバウンド配線ＯＢＷｓ
が配置されていた。これに対し、本変形例では、ｓ行目の端子ＰＡＤｓにはアウトバウン
ド配線ＯＢＷが形成されていない。表示領域４０から最も離れ、素子基板６２の外周の一
辺６７に最も近い最終行（ｓ行目）の端子ＰＡＤｓにはアウトバウンド配線ＯＢＷを形成
しなくても良い。この場合も、少なくとも実装領域２０に於いては、各端子に関し、イン
バウンド配線ＩＢＷの長さとアウトバウンド配線ＯＢＷの長さとの和が、等しくなる様に
する。本変形例の様にｓ＝４であれば、第１のインバウンド配線ＩＢＷ１の長さと第１の
アウトバウンド配線ＯＢＷ１の長さとの和が、第２のインバウンド配線ＩＢＷ２の長さと
第２のアウトバウンド配線ＯＢＷ２の長さとの和に等しく、更に、第３のインバウンド配
線ＩＢＷ３の長さと第３のアウトバウンド配線ＯＢＷ３の長さとの和に等しく、更に、第
４のインバウンド配線ＩＢＷ４の長さに等しくする。斯うした構成としても、実施形態１
乃至４と同じ効果が得られる。
【００７６】
　（変形例２）
　「アウトバンド配線の延在する終点が異なる形態」
　これまでの実施例ではアウトバンド配線ＯＢＷについては外周の一辺６７の手前（表示
領域４０側）を終点としているが、外周の一辺６７に到達していてもよい。あるいは外周
の一辺６７を超えて延在させて形成し、その後の製造工程で外周の一辺６７の位置で切断
する過程を経てもよい。
【符号の説明】
【００７７】
　Ｇｉ…ｉ行目の走査線、ＩＢＷ１…第１のインバウンド配線、ＩＢＷ２…第２のインバ
ウンド配線、ＩＢＷ３…第３のインバウンド配線、ＩＢＷ４…第４のインバウンド配線、
ＯＳｊ…第ｊ元信号、ＯＢＷ１…第１のアウトバウンド配線、ＯＢＷ２…第２のアウトバ
ウンド配線、ＯＢＷ３…第３のアウトバウンド配線、ＯＢＷ４…第４のアウトバウンド配
線、ＰＡＤ１…第１行目の端子、ＰＡＤ２…第２行目の端子、ＰＡＤ３…第３行目の端子
、ＰＡＤ４…第４行目の端子、ＳＥＬ１…第１系列信号、ＳＥＬ２…第２系列信号、ＳＥ
Ｌ３…第３系列信号、ＳＥＬ４…第４系列信号、Ｓｊｋ＋ｐ…（ｊｋ＋ｐ）列目の信号線
、ＳＷ１…第１スイッチ、ＳＷ２…第２スイッチ、ＳＷ３…第３スイッチ、ＳＷ４…第４
スイッチ、Ｗ１…第１の配線、Ｗ２…第２の配線、Ｗ３…第３の配線、Ｗ４…第４の配線
、２０…実装領域、３０…制御装置、３２…表示用信号供給回路、３３…記憶回路、４０
…表示領域、４１…画素、４２…走査線、４３…信号線、４４…画素トランジスター、４
５…画素電極、４６…液晶、４７…共通電極、４８…遮光膜、５０…駆動部、５１…駆動
回路、５２…走査線駆動回路、５３…信号線駆動回路、６２…素子基板、６３…対向基板
、６４…シール材、６５…第１配向膜、６６…第２配向膜、６７…外周の一辺、２００…
電気光学装置、２０１…第一パネル、２０２…第二パネル、２０３…第三パネル、１００
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０…投射型表示装置、１１００…照明光学系、１３００…投射光学系、１４００…投射面
。
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